
 

 

 

通常登校が始まり２週間が経ちました。生徒と話をしていると、「臨時休業中は退屈だった。

学校に登校した方が充実している。」と感じた生徒が多かったようです。少しずつ今までの生活

が戻ってきましたが、まだまだ制限がある中で生活をしています。それでも生徒は、仲間と関わ

る時間をとても楽しく過ごしています。当たり前だった生活が、幸せなことだと実感できたと思

います。今までの生活に戻っていけるように、コロナが流行しないように、「新しい生活様式」

を強く意識してほしいと思います。私は、「マスクをしていたら苦しくて生活できない。授業が

できない…」と思っていましたが、段々と慣れてきました。皆さんも「新しい生活様式」に慣れ

ていきましょう。                           (文責：佐藤 正実) 
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◆この期間に頑張れたこと 生活編 

・いつもと変わらない生活ができた。 

・親の手伝い ・楽器を弾いた 

・適度な運動をして、健康を意識した。 

・田植えの手伝い。・家族と話したり、 

犬と遊んだりした。・メディ 

アは２時間以内にした。 

・昼食を作ってみた。 

・兄弟の面倒を見ていた。 

◆この期間に頑張れたこと 学習編 

・学校と同じ６時間以上の学習ができた。 

・苦手な予習がしっかりできた。 

・普段より学習の時間が増えた。 

・得意教科の学習を多くした。 

・学校と同じ時程で学習す 

るようにした。 

・ネットを使って学習した。 

・計画的に学習ができた。 

◆１年後の社会はどのようになっている？ 

・ワクチンが完成して、コロナがなくなる。 

・人が激減していそう。 

・コロナが収まり、オリンピックムード！ 

・マスクを着けて外出が基本になる。 

・元に戻る。 

◆これからやりたいことは？ 

・友達と過ごしたい。・図書館の本を読む。 

・部活動がしたい。・運動がしたい。 

・休み時間に友達と遊ぶ 

・話し合う授業  

・体育館でみんなで遊びたい。 

◆これからの生活で変わりそうなこと 

・マスクを必ずすること。 

・県外にはしばらく行けなそう。 

・ネットショッピングが基本になりそう。 

・仕事がなくなる。・外出の減少 

・オンライン授業が始まる。 

・社会は不景気になりそう。 

 

 今年度、職場体験は中止となりました。
そのため、キャリア教育では職業調べや今
後の職業について考えます。ＡＩの発達や
コロナの影響で仕事が減る可能性がありま
す。今後の社会を意識しながら、職業を選
択していける力が育っていくことを期待し
ています。 
 


